
日本画・油画・版画・総合芸術・保存修復

ギャラリー＠KCUA

廃材の加工ができる
共通工房

アーカイブの象徴となる
コーパスタワー

研究室の奥庭が
吹抜けを通じて
コーパスタワー
とつながる

地域に開かれた
まちの古材循環センター

避難に利用できる
高い位置のグラウンド

鴨川に向かって建物の
高さを抑える

鴨川に連続する
川床フロア

地域の人も利用できる
高瀬川沿いの銭湯

リサーチ軸が建物の内部まで連続する
高大連携が図れる
大きな共通工房

ギャラリーに囲まれた旧高瀬川沿いの奥庭

採光条件の良い上階に
絵画系の制作室を配置

地域免振、エネルギーセンターにより
地域の防災拠点になるC街区 音の大きい打楽器の練習室を地下に配置

出会いの場となる
辻の広場

地下に光や風を
取り込む地下の奥庭

▼2階MF（GL+6.5m）

▼1.5階FS（GL+2.9m）

▼3階FS（GL+13.1m）

▼4階MF（GL+17.5m）

▼5階FS（GL+20.8m）

▼高さ制限
 （GL+31.0m）

▼高さ制限（GL+20.0m）

▼高さ制限（GL+15.0m）

C地区

C地区河原町通B地区須原通A地区高瀬川A地区

グラウンド彫刻・陶磁器・染織

漆工 デザイン科・構想設計

音楽学部

図書館・芸術資源研究所

鴨川

▼1階（GL+0.0m）

▼B1階（GL-5.0m）

▼2階MF（GL+6.5m）

▼B1階（GL-5.0m）
▼B2階（GL-8.0m）

▼3階FS（GL+10.0m）

▼4階MF（GL+14.5m）

B地区

▼1階（GL+0.0m）

▼2階川床（GL+4.5m）

▼3階MF（GL+8.5m）

▼4階FS（GL+12.5m）
A地区

▼1階（GL+0.0m）
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桟敷テラスと連続する階段教室
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[室内楽形式-1]

計　808席
（ステージ内ギャラリー席含まず）

[オペラ形式]

計　902席

[室内楽形式-2]

計　808席

[実験劇場形式]

計　882席
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天井音響
反射板
h15m

ステージ
9m×18m

天井音響
反射板

傾斜仕様

銅駝高校

漆工彫刻
+陶磁器
+染織

新機構+図書館 共通工房+版画

ピアノ
C-1

C-2

A-1

高校

A-2

C-3

指揮+伝音

新機構

版画
+共通工房
+保存修復A地区

B地区

C地区

C-4

構+図書館 共通工房+版画

放送室

3 階の研究室に顔を出すアーカイブタワー
吹き抜けを介してアーカイブ資料と
大学の研究室とが連携する

天井高さの必要な指揮科
のレッスン室を 2階
（マトリクスフロア）に
設置

敷地形状から生まれた
斜めグリッドを活かして
平行面が向き合わない
練習室をつくる

ピアノ科の練習室・研究
室が並ぶ。研究室は天井
高さを 4m確保する

レッスン室となる研究室
は遮音等級を上げ良好な
音響環境を確保する

十字路に面して桟敷状の
テラスが向き合う

通りや共用部に面する場
所に講義室エリアを配置

十字路に対して奥に版画専攻
(専門 )の制作室が並ぶ

指揮科の研究室

伝統音楽研究所のエントランスホール

ホールの壁が資料
アーカイブ棚に

がバルコニー席へのホワイエを兼ねる

なっている

版画の制作室で
共有する奥庭

B地区から訪れ
やすい位置に階段

浸水危険レベルより高い位置
にあるアーカイブフロア

コーパスを1か所に集約して配置する
天井高さ 5.5mを確保することで将来の
増床にも対応

高学年の実習室が大学
の共通工房の吹き抜けに
顔を出す

共通工房の吹き抜けまわりに
染織と彫刻の研究室が並ぶ

吹き抜けを介して共通工房の
様子を垣間見ることができる

デッキに面した家庭科室
つくった料理を鴨川沿いの
気持ちの良い空間で食べる

塩小路通沿いに図書館・メディアセンターを配置

地域との交流がしやすいエリアに
基礎実習室を配置
中学生や小学生への体験授業などに
開放できる

廊下をオープンギャラリー
としても利用できる

北側の安定した光環境にデッサン室

鴨川沿いのホームルーム教室 3部屋
3年生になると鴨川沿いで
過ごすことができる

鴨川に面した
気持ちの良い川床デッキ

川床デッキを介して
グランドへアクセスできる

吹き抜けを利用した天井高の高い
総合基礎実技の屋内スペース 染織の制作室

川床デッキの上にホームルームが
並ぶ 2階は、各専攻の制作室と
HRを行き来する学生の交流の
拠点となる

鴨川沿いの大教室
使用しないときにはランチルーム
としても利用

ギャラリーと上下で連動して
使える、修復・撮影スタジオ

1階の閲覧室から
2階のアーカイブフロアの
レファレンスコーナーに通じる階段

共通工房の両側町デジ
タルファブリケーション
スタジオと撮影スタ
ジオが向き合う。もの
づくりの最終工程が両
側町を形成する

仏像などの文化財の
修復・記録と連携で
きる撮影スタジオ

数部屋の制作室で共
有される親密な奥庭

1階の高瀬川と呼応
する大きな奥庭

ブロック全体に風や
光を取り込む大きな
吹抜け

十字路に対して奥に
版画専攻 (専門 ) の
制作室を配置する

伝音ギャラリー共用部に面する
壁面はガラスケースとなり
展示棚となる

ホワイエに面して、学会や市民講座に
利用する合同研究室を配置する

バルコニー席への入り口階段教室が通りに顔を
出してできる桟敷テラス
ギャラリー＠KCUAのエン
トランスの目印にもなる

近隣集合住宅に面するB街区
はセットバックするとともに
北側の高さを低く抑え近隣に
配慮する
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高瀬川沿いのプロムナードから
ホールに直接アクセスできる

第 8号様式④ 受付番号：

音楽のラーニングコモンズとしての講堂

水平につながっていく断面計画

アコースティックな音響に優れ、実験的な使い方が可能な講堂

2F

資料体（コーパス）について

「地域に根ざす」象徴として時空間／地域／人をつなぐ

収集アーカイブズ

資料保管室
高校・大学関係者

組織内アーカイブズ

公開（デジタルアーカイブも活用）

外部施設・
アーカイブズ
etc.生徒

学生
研究者
教職員
OBOG

[地域資源など ][ 資料体（コーパス）]

インフォメーションセンター

柳原銀行記念資料館

エリアマネジメント・リサーチ軸制作・研究・資料提供

収集・整理・保存

図書館ギャラリー

まちの古材循環センター
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閲覧
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連携

外部作家
研究者
etc.

公開・利用

連携

「資料体」関係図

＊1  高大運営の
事務文書、教職
員・卒業生を含
めた芸術家の個
人文書や作品など
＊2  教育・研究に
必要な資料、古今
の地域資源など

＊1 ＊2 

市立図書館など
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塩小路通

フォロー
スポット

座学廊下

研究室 アーカイブ
ギャラリー

テラス

備蓄倉庫

ホワイエ
ギャラリー

MR

WC
空調チャンバー

免震ピット オーケストラピット

1階席

2階席

3階席

階段席

ギャラリー席

回転扉式
音響反射板

奈落（倉庫）

ピット

ティザー

残響可変カーテン

可動式音響反射板

スノコ

スライド可動式
音響反射板

映写室廊下

内装材に「みやこ杣木」を使用し、
カーテンで残響調整ができる実験的な講堂

白藤の奥庭。白川砂に砂紋を描く。高瀬川沿いに食堂や図書館が展開するB地区

新たな地域の象徴
となるコーパスタワー

・時を超えた地域アーカイブズへ
崇仁地域を舞台にした教育・創作から生まれ
る「資料体」は、芸術活動の記録であり、い
ずれ地域活動の記録として地域資源となりえ
ます。このアーカイブズも地域と大学をつな
ぐ新機構軸においても重要な要素です。

・十字路におけるアーカイブズの活用
アーカイブズの活用を重視し、各十字路で、
京都の伝統技術、卒業生の素材 / 技術を利用
した高大連携プログラム、市内他施設やアー
カイブズとの連携、市民アーキビストによる
資料体収集・整理活動などを促進します。

・室内楽演奏に最も相応しく、オペラ公演
や映像などマルチメディアホールとしても
機能する大学講堂を提案します。
・優れた音響性能を保証するシューボック
スの室形状とし、音響性能に優れた反射板
を舞台周りに設置します。
・コンサートとオペラを両立する軸回転式
の舞台側面大型音響反射板を設置します。
・アンサンブル編成に応じて舞台奥行・天井
高さを可変できる音響反射板を配置します。

・客席内で舞台まで自由に移動できる客席
構造とし、使い方の自由度を高めます。
・演出的な要求に応える道具および照明バ
トン、迫り・奈落設備を備えます。
・職員・学生でも安全に操作できるシンプ
ルな舞台設備とします。
・1階ステージは、外部からも関連諸室から
も搬出入しやすい配置とします。またバル
コニー席は、隣接諸室からの出入り可能な、
音楽学部と一体となった講堂をつくります。



油画の各研究室を通って
アクセスする共同作業室

学科共通専攻の奥庭

学科共通専攻
の奥庭

採光条件の良い北側には
博士・修士の制作室を配置

音楽棟・美術棟をつなぐ
リンクブリッジ

EVホールに面して
学生への窓口となる
学生管理運営室を配置

各研究室を通ってアクセスする奥庭各研究室を通って
アクセスする奥庭

吹き抜けに下階からの
アーカイブの塔が立ち上がる
資料体を通じて研究室と図書館がつながる

資料体とつながる
吹抜け

デザイン学科の各専攻の
修士の制作室と研究室が
並ぶ

A地区と B地区を結
ぶリンクブリッジ

漆工の研究室が並ぶ

鴨川・東山に開けた
グラウンド

大学 1回生のカリキュラムで
ある総合基礎実技がグランド
を挟んで高校と向き合う

鴨川に面する部分は高
さを抑え東山への眺望
を確保する

グランドに面して高校の染
織の実習室を配置
隣に大学の染織の制作室が
来ることで高大の連携を深
める

総合芸術学で
共有される奥庭

3階からも階段教室にアク
セスできる

通りに対して音楽学専攻の
奥庭が顔を出す

電子音楽研究
(2.5 階 ) ホールの
中を見渡しながら
制作ができる

音楽科の各室はフ
ラッターエコーを
抑えるために部屋
を斜めにする　　
　

屋根と屋根のすき間を
風が抜ける

冬は建具を閉めると屋内化
出来る休憩スペース

共用部からアクセス
できるテラス

吹き抜けに飛び出
した休憩コーナー

塩小路通に面する部分は 2
階建てに高さを抑え、
ヒューマンスケールに近い
街並みをつくる
近隣への日影に配慮する

上層階を集約し通風と採光
を確保する

グラウンドへの視認性を
高めた避難しやすい計画

鴨川沿いは 2階建て
とし高さを抑え景観に
配慮する

中庭を取ることで良好
な光・風環境をつくる

博士課程の制作室

採光・通風のよい
グラウンドに面した
染織の制作室

デザイン学科の各専攻
の修士の制作室と研究
室が並ぶ
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最大応答加速度[gal]

応答加速度比較（KOBE波）

振動モデル
0 400 800 1200

スパンクリートt=150 L=5400

900x5400の床下空間、フルで設備利用可能

共通工房

倉庫

講義室 ギャラリー@KCUA

空調関係 凡例

旧高瀬川

エネルギーセンター

雨水貯留槽 井水利用

通り

▽1階

（SRC）

▽2階

（MF）

▽3階
（FS）

▽4階

（MF）

▽5階
（FS）

▽地下 1階
（SRC）

廊下 廊下制作室 ホール

研究室 研究室テラス

制作室

制作室 制作室

廊下 制作室 制作室
設備バルコニー
外調機

OA EA

SRC柱

室外機

給排水

S柱

室外機置場

冷
温
水

電
気
給
排
水熱源

太陽光発電パネル

冷温水放射パネル

設備機能をあわせ持つ
人工地盤となるマトリクス
（SRC+S、ﾌｨｰﾚﾝﾃﾞｰﾙﾄﾗｽ梁）

中庭部分は 3層吹抜け効果により
風を誘引する

中間期には建具を開放して
屋外空間にできる
冬場は建具を閉めて輻射空調

屋根で雨水を集水

3F研究室フロア：
小部屋が多い研究室は個別空調

マトリクス内を EAチャンバーとして使い
軒先にファンを設け排気を行う

タスクライト
を中心とした
照明計画

2,4F 制作室：制作室は部屋の大きさや要求される温湿度によって
中央熱源方式と個別方式を使い分ける

設備点検は廊下の
メンテナンスハッチより可能

吸音兼照明用木ルーバー
マトリクス利用の給排水

地域防災の拠点としての B,C 地区基礎免振

RA SA 外調機からの SA

地域防災の拠点となる
エネルギーセンター
災害時の各街区の
バックアップとなる

杭を不要とする経済性
に優れたマットスラブ（t900）

ピロティを通って
風が建物内を抜ける

免振蓋と樋

井水のミスト利用で
ひんやりとした
軒下空間をつくる

通りを風が抜ける

雨水、井水を旧高瀬川の
水盤や散水、洗浄水に利用

打水効果により
中庭が涼しくなる

鉄骨梁に木の耐火被
覆を施した屋根構造
京都府産木材を利用
して内装を木質化

北側採光とともにグレア
がなく演色性の高い照明
デザインを実現する

メジャーストラクチャーのみ立ち上げた図

メジャーストラクチャーと
マイナーストラクチャー マイナー

ストラクチャー

マイナー
ストラクチャー

メジャー
ストラクチャー基礎免震

受付番号：第 8 号様式⑤

フレームのアイデアを具現化する構造デザイン

マトリクスとフレキシブル、秩序と柔軟の統合的計画
建築・構造と連環したフレキシビリティの高い環境設備デザイン

近隣への配慮

町家から学ぶ快適性の創出

光や風や熱のパッシブデザインと合理的設備システムの融合

周辺環境に配慮し、地域と共存していく建築計画

「建具替え」による季節に応じた環境づくり

3F

B 地区A地区 C地区

夏 冬

テラス研究室 研究室 テラス

通り

奥庭

通り

奥庭

風をさない建具

人が集まるコーナー
には放射パネルを用
いて輻射空調を行う居室からの排熱で

共用部を微空調
風が抜ける
気持ちの良い
休憩コーナー

格子状の建具を通って
廊下に風が流れる

→

京都駅に近く
キャンパスの
顔となる位置
に講堂を配置 周辺に配慮して高さや機

能配置を計画

音の問題に配慮し近隣の
住宅エリアから一番遠い
位置に音楽棟を配置

鴨川からの景観に配慮し
外周部を 2階建てとする

高瀬川対岸の集合住宅の
日照に配慮してセット
バックする

北側の集合住宅への日
影に配慮して 2階建て
に抑える

京阪七条・鴨川に
近い位置に銅駝高
校を配置し日々の
通学に配慮

鴨川との縁が深い銅駝高校を、
環境のよい川沿いに配置

C −２における風環境シミュレーション

地域の祭りの場である
蓋掛広場が B-C 地区をつなぐ

高大連携の核となるグラウンド

設備ルートとしての構造スラブ
・マトリクス階の構造は逆梁型の SRC 大梁と鉄骨
フィーレンデール梁による基本床組み構造とし、上
下のマイナー階の柱を自由に支持する基盤となるだ
けではなく、下面の RC スラブと上面のスパンクリー
トスラブの間は設備的にも利用可能とします。
※ A 地区においても基本的な構成は同様とし，規模や構成に
応じて耐震構造としている。

メジャーとマイナーのふたつの構造原理
・C,B 地区において２階と４階にインフラとなる人工
地盤階（マトリクス階）を設け、不変的な主体構造
として SRC ラーメン構造によるメジャー・ストラク
チャーを構成。その上部、中間階は可変的な入れ子
構造として鉄骨造や木造によるマイナー・ストラク
チャーとすることにより、建築計画に適合する柔軟
で合理的な構造システムとしています。
・これらの均質な大架構と多様な小架構を最適に実現
するために基礎免震を採用し、同時に地震時の地域
防災拠点あるいは重要な収蔵品の保護に対応できま
す。鉄道に配慮し杭無しで、阪神大震災級の直下型
大地震に耐える構造とします。

マトリクスフロア (M.F.) を活用した
革新的な設備システム
・地区の設備メインルートから分散配置される縦設備
シャフトに連結し、さらに各階でマトリクスフロア
を利用して設備を展開します。外気給気ダクト、排
気ダクト、冷媒配管、電源系、通信系ケーブルなど
を展開し、機器や器具に供給します。
・日常の保守点検スペースの確保、更新時の搬出・搬
入ルートの確保、将来の増設スペースなどを検討し、
適正なスペース計画やアクセスルートを確保します。
 
防災拠点として、更新性の高いキャンパス
・最も安全な C 地区地下のエネルギーセンターは防
災の拠点になります。
・避難安全検証法によらない一般法規での防災設備設
計とし、将来的な増改築を容易にします。
 
エネルギーのベストミックスと
マネジメント、環境負荷削減の両立
・井水・地中熱・コジェネ・ヒートポンプ・太陽光等、
多様な再生可能エネルギー源を活用するとともに、
熱源の分散化により、高効率で災害に強いシステム
を実現します。
・省エネ、省ランニングコストとなる高効率システム
とし、エネルギー消費量・温暖化ガス排出量を削減
します。井水の水温をカスケード利用し、水温利用
後は “ みち ” への打ち水やミスト、奥庭への灌水など
に再利用します。

・コジェネの熱源は、耐震性の高い中圧ガスを利用し、
「非常用発電機兼用ガスコージェネレーションシステ
ム」として利用を検討します。※今後協議の上、実施
・BEMS を活用し、地区ごとに熱・水・電気・情報な
どをネットワーク化し、エネルギー運用の総合的な
システムを構築します。また、見える化・予防保全・
劣化診断などを行います。
※今後、関係者との協議を行い、地区間のエネルギー
相互融通システムの実現も図ります。
 
立体化された半屋外空間を活用した
風・光・水のパッシブ環境デザイン
・自然エネルギーを最大活用し、通りや中庭、奥庭と
いった、光や熱や風が流れる空間の身体感覚として
の心地良さを可視化・数値化して把握し、パッシブ
な環境設備デザインを実現します。
・屋根庇やマトリクスフロアによる日陰の形成、外
装の高断熱化を徹底し、設備機器のスペック、エネ
ルギー消費量の大幅な削減を図ります。建具替えに
よる通風の制御、地中熱による床冷房、日照の蓄熱、
ミスト、井戸からの打ち水、保水性舗装や緑化など
を重視して設計します。
・京都市公共建築物低炭素仕様を踏まえ、CASBEE
京都の S ランクを目指します。
 
芸術系大学施設特有のスペックへの対応
・資料館、漆芸、日本画、楽器保管庫など、厳重な温
湿度管理の必要な諸室においては、独立での設備を
配備し、適切な環境を確保します。



芝生広場

芝生広場に面して
クラブBOXを配置（文科系）

東山を見渡しながら
練習できる

油画の両側町

4分割できるオープンスペース
大きなワンルームとしても利用可能
屋外との連携もできる

デザイン科と構想設計専攻の学部生が
環境の良い最上階で制作に励む

安定した光環境の北側に
日本画の制作室

画材用畑

東山が眺められる庭

鳥小屋

東山や鴨川への眺望

染織の制作室採光、通風が
確保できるように配慮
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敷地形状に合わせた
斜めの壁を用いること
でフラッターエコーを
防ぐ練習室

各練習室は最適な
残響時間を空間実験に
より決定

将来増築可能な床を
残しておく

マトリクスフロアが空中の
地面として緑豊かな憩いの
空間となる

共用廊下も制作や休憩の場となる

最上階の最も光環境のよい
場所に絵画系の教室を配置

グラウンドを見下ろす教室

グラウンド越しに活動が見える

見晴らしのよい実習室

第 8号様式⑥ 受付番号：

コスト管理について 対話やフィールドワークのプロジェクトを設計にフィードバックする創造的なスケジュール管理

周辺と応答し、景観をつくるキャンパスデザイン

対話型のプロセスで品質の維持と低コスト化の両立を図る 丁寧に管理される設計スケジュールと併走して、多様なデザインやアーカイブの対話を循環

鴨川や東山、通りに応答するルーフスケープ

＊京都市立芸術大学の授業やプロジェクト [still moving、状況のアーキテクチャーなど ]、＠KCUA、銅駝高校、地域活動団体が持つリソースや既存のプログラムと連携して、プロジェクトチームを構成し、「ともにつくるプロセス」を実現します。

基本設計

※詳細は第５号様式①Ⅱ：進め方を参照

各使い手へのヒアリング、検討会の実施

各種設計定例会議を定期的に実施

実施設計 入札

解体工事 工事

工事監理

体験型WS

基本スケジュール 設計

工事

関係者対話

設計

関係機関協議 市府その他

2017 2018

29年度 30 年度
33 9

2021

33 年度
3 99

2019

31 年度
3 9

2020

32 年度
3 9

グレー部分は今回の設計業務には含まれません※

まなぶ 交わる

ともにつくる

ともに試行する

誰でも参加できる開かれたデザイン会議を定期的に開催
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ヒアリング

スケッチ・ランゲージ 巨大模型スタディ インクルーシブデザイン 空間実験
ヒアリングを学生
や生徒と視覚化し、
誰もが参加できる
状況をつくる。

巨大模型を囲み、
より実感をもって
協議ができる場の
創出を試みる。

既存校舎を利用し、
理想的な残響時間
などを実験する。

福祉事業所・たんぽぽの家とと
もに、障害のある人もない人も
過ごしやすい空間・プログラム
を試行する。

在校生、教職員、OBOG、近
隣住民へのアンケートや取材
を通して、大学 /芸術 /地域の
３つの軸を中心に内なる想い
やニーズをあぶり出していく。

より多くの人たちが建物が生まれる
プロセスに参画でき、共有できる場
とメディアを生み出します。

フィールドワークによる地域
資源の発掘、アーカイブはも
ちろん、歴史的背景を調査。
また国内外の先駆的な事例に
ついてもリサーチしていく。

建物の引越しに先駆けて、崇仁
地区を舞台に、京都市立芸術大学、
銅駝高校による参加型授業を開
講（=still moving など）。大学と
地域、芸術と社会の接点を探る。

インフォメーション
センターの開設

これまでの活動を閲覧・共有でき、
継続できる場を生み出し、引き継い
でいく。また先行して改修する体育
館の一角に仮設のまちの古材循環セ
ンターをスタートすることを提案。

竣工後も継続して運用され
ることを想定しています

インフォメーション
センターの建設

さまざまな使い手、地域住民、市民、
観光客など工事の様子を随時見学
できる物見台を建設。竣工をワク
ワク楽しみに待てるような状況を
生み出す。

教育プログラム×地域

多発的に生まれる出来事を編み、共有・発信するメディアの発行・展覧会の実施-＠KCUAとの連携

各段階ごとで進捗の共有 /議題の提供

デザイン会議で発表 /メディアに掲載

[内との対話] リサーチ [外との対話 [] 地域との対話（授業の引越し）]

[視覚的対話 [] 身体的対話] [社会包摂的対話 [] 空間的対話]

坪単価 面積

E
D
C
B
A
A+

0
1
2
3
4
5

坪単価 面積（万㎡）

室
居
部
内

下
廊
部
内

室
械
機

部
外
有
根
屋

部
外
無
根
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▲BIMによるシュミレーション ▲メリハリのある予算配分

・補助金制度の活用支援
設計段階において、各種の補助金や、助成金制度の
情報を多角的に収集、整理し、適切な補助金制度を
活用できるように支援を行います。

「つくる」「つかう」「のこす」が
融合した段階的なプロセス

4F

崇仁小学校の解体
おとむらいセレモニー

インフラ
切り回し工事

埋文調査

コミュニケーションセンター
物見台完成

柳原記念館再開

M.F.上棟式

F.S.建設

銅駝高校竣工

モックアップWS

銭湯開始

セン
まちの古材循環

ター
仮設スタート

地鎮祭

高瀬川護岸整備

体育館改修

ちっちゃい焚火

授業の引越し

フィールドワーク

デイキャンプ

Phase-04

Phase-03

Phase-02

Phase-01

Phase-00

→
→

→
→

→

街区全体に　
おおきくかける

鴨川沿いの風景など
周辺に応答する

通りに対して
ヒューマンスケールをつくる

複数の屋根で
スケープをつくる

光と風の流れ
を生み出す

スケール　大 → 小、高 → 低

C 地区 B 地区 A 地区

歩行者が体感できる1～3Fににぎわいがあふれる

都市スケールの景観

ヒューマンスケールの景観 高瀬川 鴨川 東山
高瀬川沿いに畑や並木 河原に仮設の桟敷

各棟をリンクさせる
大きな屋根割 鴨川に沿って平入りの小さな屋根割 東山への眺望 / 東山からの眺望

京都駅等
都市部

自然環境

◀屋上の広場から
東山に向かって歌う

敷地北側からの全体俯瞰図

Ｃ地区中央の桟敷テラス

◀鴨川の土手と
A地区が川床フロアに
より水平につながる

点在する坪庭が
光と風を導く銅駝高校

屋根の高さ、架け方、勾配などによって、鴨川や東山との調和といっ
た都市スケールの景観と、通りへの賑わいを生み出すヒューマンス
ケールの景観の双方に応答します。

・丁寧な対話を通じた必要床面積・将来
増改築余地の精査
大学の移転計画策定経験者を中心に、大学・高校関係
者と協議して必要諸室面積を見直し、重複する室の複
合利用や半戸外廊下部分の活動利用など、当初施工床
面積の絞り込み、将来増改築余地を確保します。

・現況エネルギー使用状況の分析による
最適化した設備システムの検討
大学・高校の過去のエネルギー使用実績を把握し、
関係者に利用形態の調査を行い、センサースイッチ
や可視化によってユーザーのエネルギー使用状況を
改善できるシステムを提案していきます。大空間は、
居住域空調を採用し設備機器の導入コストの低減を
図ります。

・構造体の合理化、短工期化、性能向上
の検討
技術力に富んだ施工関連コンサルタントなどを参画
させ、M.S. を中心に SRC 構造部分の合理化、モジュー
ル化、中性化対策などの品質とコストのバランスの
検討をします。同時にプレファブ化や複数階の同時
施工などの新しい工法も検証し、短工期化などによ
るコストダウンの方策も検討します。

・モックアップによる性能・コスト検証
仕上げ材の性能とコストのバランスをモックアップ
( 実物模型 ) によって検証し、ユーザーと対話しなが
らスペックの過剰化を防いでいきます。

・発注パッケージの検討によるコストダウン
関係者と街区全体の工程を協議し、適切な相互の工
程、工区割、工種別を検討します。今回採用される
分離発注による最大のメリット化を計ります。

・BIMの導入
BIM を早期に導入し、対話によるデザインをコスト
管理と連動させていきます。建設シミュレーション
を併行させながら品質・コスト管理のみならず、将
来更新性のチェックを行います。
・メリハリのあるコストコントロール
用途・部位別にシビアに仕様を設定し、メリハリの
あるコスト配分を行い、コストコントロールを行っ
ていきます。


